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 ツユクサに限らず、植物の葉の気孔を観察する時は、

表皮（薄皮）を剥いで検鏡するのが常識だ。葉のまま

で観察すると、顕微鏡の透過光が通りにくい。また光

が通ったとしても、細胞同士が重なっていて、気孔の

判別が非常に難しいからだ。 

 

 ところが、ある研究所（班）が、葉をそのままステ

ージに載せて観察していた。「先生、これでも気孔が

はっきり見えます！」という。私は「そんなバカな・・・」

と思ったが、その班の顕微鏡をちょっと覗かせてもら

って驚いた。気孔が見えたのだ。 

 

 これが葉をそのまま観察した様子である。（×100）

葉の裏側なので、どれが気孔かよくわかる。 

 

 その班の言によると、「葉の裏にはたくさん気孔が

あるけど、表にはぜんぜんない」という。私はクラス

全員を教卓に集めて、写真のように、表と裏を並べて

そのまま顕微鏡で観察するように指示を出した。 

 

 本校の顕微鏡は高価な機種ではないが、LED光源を

装備し光量の調整も可能である。光量を最大にすると、

ツユクサの葉を完全に透過している。 

 

 裏と表を比較すると、そのちがいが歴然である。ツ

ユクサの表皮は剥げやすいが、その薄皮が表なのか裏

なのかは判別が難しい。この方法なら確実である。 


